
27丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

犬越路におけるオゾン濃度の経年変化及びブナ生育への影響評価

武田麻由子 *・十河孝夫 *・北見　丘 **・美濃口　薫 **

Annual trend of atmospheric ozone concentration and estimation of its 
impact on growth of beech seedlings at Inugoeji

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　犬越路におけるオゾン濃度等の経年変化
図 1　犬越路におけるオゾンの年平均値の経年変化

図 2　 犬越路におけるオゾンの 1時間最高値の経年
変化

図 3　 犬越路における 4～ 9月のオゾン平均値及び
AOT40 の経年変化

オゾン平均値



29犬越路におけるオゾン濃度の経年変化及びブナ生育への影響評価

Ⅲ　犬越路におけるオープントップ
チャンバー実験

1　実験内容

表 2　各試験区におけるブナ生育量 *及びオゾン濃度、AOT40 の状況

表 1　犬越路におけるオープントップチャンバー
実験の詳細
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2　ブナ生育量とオゾンの関係

図 4　 ブナ年間生長量の暴露区／浄化区日とオゾン
平均値との関係

　　　■：実験 I、▲：実験 II、●：実験 III

図 5　 ブナ年間生長量の暴露区／浄化区日とAOT40
との関係

　　　■：実験 I、▲：実験 II、●：実験 III

図 6　 ブナ年間生長量の暴露区／浄化区日とオゾン
平均値との関係（外れ値除外）

　　　■：実験 I、▲：実験 II、●：実験 III

図 7　 ブナ年間生長量の暴露区／浄化区日とAOT40
との関係（外れ値除外）

　　　■：実験 I、▲：実験 II、●：実験 III
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3　ブナ生育量に対するオゾンと日照の複合影響

Ⅳ　おわりに

図 8　 ブナ累積生長量の暴露区／浄化区日と累積
AOT40 との関係

　　　■：実験 I、▲：実験 II、●：実験 III

図 9　ブナ生育量に対するオゾンと日照の複合影響

表 3　 浄化区及び暴露区におけるブナ生育量の日陰
区／日照区比
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Ⅴ　引用文献



33丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

丹沢山地の風況解析

斎藤正彦 *・齋藤央嗣 *・相原敬次 *・谷脇　徹 *

Effects of strong winds in the Tanzawa Mountains

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　調査方法

1　地図データ作成

2　計算モデルの作成

Ⅲ　結果及び考察

1　丹沢山地の地図　

2　丹沢山地の風況計算

図 1　地形図

図 2　snappy Hex Mesh 法による鉛直断面のメッ
シュ配置
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3　南風の計算

4　南西風の計算
図 2　（続き）詳細なメッシュ配置

図 3　計算領域（南寄りの風の場合）

図 4　地表面せん断応力分布 -南風

図 5　地表面せん断応力分布 -南西風
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Ⅳ　謝　辞

Ⅴ　引用文献
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要　旨

丹沢山地におけるブナハバチ幼虫のブナ葉への食害発生状況（2014-2015）

谷　晋 *・伴野英雄 **

Damage to the Beech Fagus crenata caused by a Sawfly Fagineura 
crenativora in the Tanzawa Mountains, Central Japan (2014-2015) 

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　調査地と方法
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Ⅲ　調査結果と考察

1　2014 年の食害状況

2　2015 年の食害状況

図１　ブナハバチ食害調査地点

表１　ブナハバチ幼虫によるブナ葉への食害状況（2014 年）

表 2　ブナハバチ幼虫によるブナ葉への食害状況（2015 年）
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3　食害の経年変化

4　大室山でのブナ枯死進行

図 2　被食度別ブナ個体数の割合（2015 年）

図 3　 丹沢山地におけるブナハバチ幼虫の食害指数
の経年変化
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Ⅳ　引用文献



41丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

丹沢山地の衰退ブナ林に適した水ストレス診断手法の開発

上田正文 *・城向光弥 *,**・水野沙保里 *,***

Techniques of diagnosis of water stress in trees suitable
for the declining beech forests at mountainous regions

in the Tanzawa Mountains

Ⅰ　はじめに



42 神奈川県自然環境保全センター報告　第 14号　（2016）

Ⅱ　樹木体内の水の上昇機構　SPAC

図 1　 土壌－植物－大気の間の水の流れ



43丹沢山地の衰退ブナ林に適した水ストレス診断手法の開発

Ⅲ　水柱が断ち切られる現象   キャビテーション

Ⅳ　キャビテーション感受性の評価

図 2　 道管のキャビテーション発生と水分通道機能
消失の模式図
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Ⅴ　水ストレスによるキャビテーション
感受性の変化

図 3　 キャビテーション感受性の測定法（空気注入
法）模式図

図 4　 キャビテーション感受性曲線



45丹沢山地の衰退ブナ林に適した水ストレス診断手法の開発

Ⅵ　道管内径と水ポテンシャルの関係

Ⅶ　樹木の衰退・枯死への流れ

図 5　 異なる水分環境下に生育するブナ木部の光学
顕微鏡写真

図 6　 異なる水分環境下に生育するブナ木部の道管
径と理論水分通道度（Kh,t）の頻度分布

図 7　 樹木が水ストレスにより衰弱・枯死に至る流
れの一例
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Ⅷ　山岳地に生育するブナの水ストレス診断

Ⅸ　引用文献



47丹沢山地の衰退ブナ林に適した水ストレス診断手法の開発
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49丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

ブナの水欠差測定による丹沢山地の水分ストレス評価

相原敬次 *・谷脇　徹 *・齋藤央嗣 *・越地　正 *

Evaluation of water stress in Japanese beech (Fagus crenata) trees on 
measurement of leaf water deficit in the Tanzawa Mountains

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　方　法

1　測定地点および測定日
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2　水欠差の測定方法

Ⅲ　結果および考察

図１　水欠差測定地点

表１　水欠差測定結果（単位％）



51ブナの水欠差測定による丹沢山地の水分ストレス評価

Ⅳ　まとめ

Ⅴ　引用文献
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53丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

気象要因からみた丹沢山地のブナハバチ幼虫による食葉害の発生予測

相原敬次 *・谷脇　徹 *・齋藤央嗣 *・越地　正 *・
谷　晋 **・伴野英雄 ***・山上　明 **

Forecasting beech sawfly (Fagineura crenativora) larval feeding
damage based on weather factors in the Tanzawa Mountains

Ⅰ　まえがき
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Ⅱ　材料と方法

１　材料
（1）　食葉害の記録

（2）　気象要因

2　方法

図 1　食葉害の調査地

表 1　食害指数（谷ら 2012a）および食害度



55気象要因からみた丹沢山地のブナハバチ幼虫による食葉害の発生予測

Ⅲ　検討結果および考察

1　食害度と気象要因の年度推移

2　食害度と各月の気象要因との単相関関係

図2　食害度と総降水量の年度推移および相関係数（R）

図3　食害度と平均気温の年度推移および相関係数（R）

図4　食害度と日照時間との年度推移および相関係数（R）

表 2　 食害度と月間降水量、月平均気温および月間
日照時間との単相関係数

表 3　 食害度を従属変数、気象要因を説明変数にし
た重回帰モデル式

図 5　月間の降水量と食害度との関係
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３　食害度と気象要因との重回帰関係

4　調査地毎の食害指数と気象要因の重回帰関係

図 6　食害度の経年推移と重回帰式による推定値

図 7　調査地毎の食害指数の年度推移

表 4　調査地毎の食害指数による重回帰式

表 5　 檜洞丸および丹沢山の食葉害観察結果（越地
2002）と食害度の推定値
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Ⅳ　まとめ

Ⅴ　引用文献
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